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１                              問題のページへ 
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なお, n≧1より k≧0となるので, 56 += kn ),2,1,0( L=k である。 

 

［解 説］ 

虚数係数の漸化式です。詳しすぎるほどの誘導がついています。 
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２                              問題のページへ 
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ここで, Eを単位行列として, ハミルトン・ケーリーの定理を用いると,  

OEbcaAaaA =--+-- )()( 22 ………⑪ 

よって, ⑩から OA =2 となる。 

逆に, OA =2 のとき, ⑪より⑩が成立する。このとき, ⑤～⑦を満たす x, y, z,す
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［解 説］ 

行列の成分計算を慎重に行うことに尽きます。
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３                              問題のページへ 

(1) )2()( bxaex x +-=f とおくと, aex x -=¢ )(f  
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ここで, ( ) 0log2log12log
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［解 説］ 

不等式で条件づけられた 2変数関数の最大・最小問題です。グラフでの処理がスト

レートに行えないので, まず 1 文字の値を固定して最小値を求め, 次にこの状態を保

ったまま, いったん固定した文字の値を変化させるという 2 ステップで最小値を求め

ます。なお, (1)の不等式を, bx
b

e
bxae

--

+
≧

)2(
1 と変形し, この両辺を 0 から 1 まで

積分しても, 題意とは無関係なことに注意してください。 
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４                              問題のページへ 
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［解 説］ 

昨年の微分方程式に続き, 今年も, 普通に解くと範囲外としか思えない「代幾・基

解」の頻出問題が出ました。北大も京大と同じように, 範囲外も出題すると宣言した

方がスッキリすると思いますが。 
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５                              問題のページへ 

(1) 部屋を移動する確率は
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［解 説］ 

文系では(3)までの出題でしたが, 理系では(4)が追加されています。ところが, 定義
だけで )( nE を求めるのは困難で, そのため「和の期待値は期待値の和」という考え

方を利用しました。その結果, (1)の )3(E も解き直し, 文系とは解法が異なっていま

す。しかし, これも数学 Bの範囲外の領域にあるのですが。 

 


